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チョウザメ用低魚粉飼料開発の現状  
  

○チョウザメ養殖の現状と養殖事業におけるエサの重要性  

世界三大珍味であるキャビアで有名なチョウザメ（Acipenser spp.）は、かつてカスピ

海を中心に天然魚が捕られていましたが、乱獲と環境変化により生息数が激減し ました。

卵巣から作るキャビアだけではなく、肉質も白身で食感が良いことから、チョウザメ生息

地を中心にさかんに養殖が行われ 、2015 年の養殖生産量は世界全体で 10 万トン以上と

なっています。  

道内では美深町、鹿追町、紋別市で試験を含む養殖が行われ、道総研では、地域の活性

化につながるように戦略的に養殖技術開発を進めています。他県では、宮崎県等で養殖事

業が進められ、国内産キャビアの商業生産は実現したものの、養殖事業の安定化に向けて

試行錯誤が続いています。  

魚類の養殖生産経費では、エサ（飼料）代が 5～7 割と大きなウエイトを占めています 。

近年、主要な飼料原料である魚粉の価格が高騰し、飼料代の負担がいっそう増し、チョウ

ザメだけではなく魚類全般にわたり養魚経営を圧迫することから 、低魚粉飼料の実用化が

国内外で喫緊の課題となっています。  

そこで私たちは、カルノシンなど魚類飼育に有効と

さ れ て い る 成 分 を 多 く 含 む 素 材 の ト ド 肉 や シ カ 肉 あ

る い は 道 内 の 各 地 域 で 産 出 さ れ る 未 利 用 資 源 に 注 目

し、チョウザメ養殖に適した低魚粉飼料を現在検討し

ています（写真 1）。その近況について本稿で少しご

紹介したいと思います。  

 

○トド肉はチョウザメ用飼料原料として有効？！    

 私たちは、サケなど重要な漁業資源を食い荒  

らすやっかいもののトドの肉をチョウザメの

飼料原料に活用できないか考えました。 とい

うのも、トド肉にはカルノシンが多く含まれ

ることが中央水産試験場の加工利用部 にてす

でに明らかになっておりましたので、そのこ

とに注目し、水産庁委託事業の中で釧路水産

試験場加工利用部と共同で検討しました。  

実験にあたり、トド肉を凍結乾燥した素材

を準備し、それを魚粉の 5％置換した飼料を

作成しました（表 1）。トド肉添加により、カ

ルノシン含量が増加し、さらにアンセリン含

量も増加することが分かりました。この飼料

表 1 各 区 の実 験 飼 料 の 一 般 組 成（ ％ ），ア ン

セ リ ン、カ ル ノ シ ン、遊 離 ア ミ ノ 酸 含量

（mg/100g）  

 

写 真 1 飼 育チ ョ ウ ザ メ の 様 子  

 

魚粉区
トド肉5％
配合区

水分含量（％） 6.8 5.6
粗タンパク質含量（％） 49.3 50.0
粗脂肪含量（％） 17.3 18.1
糖質含量（％） 16.3 16.2
灰分含量（％） 10.2 10.1
 アンセリン(mg/100ｇ) 4.5 17.7
 カルノシン(mg/100ｇ) 5.3 15.5

総遊離アミノ酸含量
(mg/100ｇ) 829.4 844.0



 

 

をチョウザメに給餌し、52 日間飼育しました。 

 その結果、成長はトド肉 5％区の方が 0％区

の 対 照 区 よ り も 良 く な る こ と が 分 か っ て き ま

した（図 1）。また、飼料効率（体重増加量 /給

餌量）も同様となりました。このことはトド肉

が チ ョ ウ ザ メ 用 飼 料 原 料 と し て 有 効 で あ る 可

能性を示しており、慎重に検証中です。  

 

○ シ カ 肉 も チ ョ ウ ザ メ 用 飼 料 原 料 と し て 有

効？！  

 私たちは、森林被害や農作物被害を引き起こ

し て い る エ ゾ シ カ に つ い て も ト ド と 同 様 の ア

プローチで検討を進めています。シカ肉をトド

肉と同 様に 飼料 中の 魚粉を 5％ 置換 する とや

は り カ ル ノ シ ン 含 量 や ア ン セ リ ン 含 量 が 対 照

区よりも高くなりました。このシカ肉 5％飼料

を使ってチョウザメを 44 日間飼育し、期間中

5 回摂 餌状 況を 調べ ました 。そ の結 果 シ カ肉

5％区は 5 回中 5 回とも 3 時間以内に摂餌が

完了し、０％区は 5 回とも摂餌が 3 時間以内

に完了せず、6～7 時間かかりました（表 2）。

このことは、シカ肉がチョウザメの摂餌促進に

寄与している可能性を示して おります。ただし、成長との関係は不明であり、シカ肉中の

カルノシン含量など飼育成績との関係に注目しながら、飼育実験中です。  

 

○肉質も加味した飼料開発  

本研究は、飼育成績だけではなく、肉質も加味し

て飼料開発を進めています。海外ではキャビアだけ

で は な く 白 身 魚 と し て も 高 級 品 と し て 扱 わ れ て い

ますが、日本での普及度は低いのが現状です。そこ

で、旭川市の飲食店様のご協力のもと、チョウザメ

肉 の 知 名 度 向 上 に 関 す る 取 組 み を 開 始 し て お り ま

す（写真 2）。  

今 後 も 道 産 の 未 利 用 資 源 を 積 極 的 に 活 用 し た 飼

料開発を行い、道内のチョウザメ養殖に活用いただ

けるような飼料を目指して研究を進めていきます。 

 

    （2019 年 1１月 1 日  北海道立総合研究機構  さけます・内水面水産試験場

内水面資源部  佐藤敦一）  

0％区 シカ肉5％区
マンホイット
ニーU検定

0回/5回 5回/5回
有意差有り

（p＝0.003）

表2　シカ肉5％配合区の摂餌性評価
　　　（給餌3時間後の摂餌状況比較）

*シカ肉5％区は給餌後3時間以内に摂餌完了
し、0％区は給餌後6～7時間で完了
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図 1 各 区 の日 間 成 長 率（ SGR、体 重 ％ /日 ）。

A と B は 統 計 的 に 数値 の 大 小 が あ り、

A＞B で し た（ ｔ 検定 、有 意 水 準 1％ ）。 

写 真 2 チ ョ ウ ザ メ 肉 の 普 及 に 向 け た

取 り 組 み （上 が レ ア ス モ ー ク、

下 が カ ル パッ チ ョ ）  


